
　税対経営部は2月26日に「カルテ開示の対応」をテーマに
研究会を協会会議室・WEB併用で開催した。
　講師は協会顧問弁護士の小賀坂徹氏（馬車道法律事務所）
が務め、75名が参加した。日頃からカルテ開示に関しての
問合せは多いため、事務局が受けた相談内容を事前に講師へ
提供し、研究会の中で話題提供する形式を採用した。
　開示は、請求者（患者本人・家族・遺族・公的機関等）に
よって対応が変わってくるため、まずは医療従事者が知って
おくべき個人情報保護法の内容を確認し、そ
の後は現場での実際の対応について幅広く解
説した。研究会内では、厚生労働省と個人情
報保護委員会による「医療・介護関係事業者
における個人情報の適切な取扱いのためのガ
イダンス」とその事例集も参考資料として挙
げられた（右記QRコード）。当日の動画は会
員ページにて公開中（右上QRコード）。

　2月26日、協会は「薬の追加負担反対」
宣伝行動をイセザキモールにて実施した。
協会からは二村副理事長・藤田理事が参加
し、県内の社保協加盟団体から6団体12名
が協力した。
　定期の宣伝行動として初めて「OTC類似
薬の追加負担に反対する」署名の普及に取
り組み、署名は20筆を集約、解説チラシや
署名用紙を折り込んだポケットティッシュ
を400個配布した。街頭スピーチでは、５
割まで薬剤の患者負担が拡大すること、こ
の施策によって軽減される社会保険料はご
くわずかであることを訴えた。市民の多く

は驚きを示すなど、薬
の負担増計画について
市民からの認知度の低さが明らかとなった。

2.26「薬の追加負担反対」宣伝行動2.26「薬の追加負担反対」宣伝行動
市民から驚きの声も市民から驚きの声も

スタッフセミナースタッフセミナー
カルテ開示時の対応を確認カルテ開示時の対応を確認

藤田理事

　

歯
科
研
究
部
は
３
月
５
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
ど
う
や
っ

て
下
顎
総
義
歯
を
落
ち
着
か
せ

る
？
〜
下
顎
総
義
歯
の
安
定
の

た
め
に
必
要
な
デ
ン
チ
ャ
ー
ス

ペ
ー
ス
義
歯
の
理
論
と
実
際

〜
」
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

併
用
で
開
催
。
講
師
は
つ
な
か

わ
歯
科
医
院
・
綱
川
周
平
氏
が

務
め
、１
８
１
名
が
参
加
し
た
。

事
後
抄
録
を
掲
載
す
る
。

　

近
年
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
難
症
例
の
総
義
歯
患
者
は
増

加
し
て
お
り
、
特
に
下
顎
総
義

歯
の
安
定
は
日
常
臨
床
に
お
け

る
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
下
顎
総
義
歯
で
は
「
は
ず

れ
る
」、「
浮
く
」、「
痛
い
」、「
咬

め
な
い
」
と
い
っ
た
問
題
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。本
講
演
で
は
、

下
顎
総
義
歯
の
安
定
に
必
要
な

基
本
的
な
考
え
方
と
デ
ン
チ
ャ

ー
ス
ペ
ー
ス
義
歯
の
理
論
お
よ

び
臨
床
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
下
顎
総
義
歯
が
不
安

定
と
な
る
原
因
と
し
て
、
①
床

形
態
の
不
備
、
②
下
顎
位
の
設

定
の
不
備
、③
咬
合
調
整
不
足
、

④
不
安
定
な
上
顎
義
歯
の
影
響

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
①
床

形
態
で
は
レ
ト
ロ
モ
ラ
ー
パ
ッ

ド
周
囲
お
よ
び
舌
側
の
辺
縁
封

鎖
が
重
要
で
あ
り
、
解
剖
学
的

指
標
を
考
慮
し
た
概
形
印
象
、

模
型
上
で
の
床
形
態
設
計
、
口

腔
内
で
の
辺
縁
調
整
の
必
要
性

を
説
明
し
ま
し
た
。
②
下
顎
位

の
設
定
で
は
咬
合
高
径
や
仮
想

咬
合
平
面
が
下
顎
位
に
影
響
す

る
こ
と
を
示
し
、
骨
格
に
合
っ

た
咬
合
採
得
の
重
要
性
を
解
説

し
ま
し
た
。
③
咬
合
調
整
で
は

両
側
性
平
衡
咬
合
を
付
与
す
る

こ
と
で
義
歯
の
安
定
を
図
る
必

要
性
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

④
上
顎
義
歯
が
不
安
定
な
場
合

に
は
咬
合
が
安
定
せ
ず
下
顎
に

症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
上
顎
義
歯
の
安
定
も
重
要

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー

ス
義
歯
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し

た
。
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

は
、
も
と
も
と
歯
や
歯
槽
骨
、

周
囲
軟
組
織
が
存
在
し
て
い
た

位
置
を
指
し
、
こ
の
位
置
を
基

準
と
し
て
義
歯
を
設
計
す
る
こ

と
で
舌
房
を
確
保
し
な
が
ら
安

定
し
た
義
歯
を
作
製
で
き
ま

す
。
外
斜
線
や
顎
舌
骨
筋
線
な

ど
の
解
剖
学
的
指
標
を
参
考
に

水
平
的
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
推
定
し
、
顔
貌
や
骨
格
を
考

慮
し
て
垂
直
的
デ
ン
チ
ャ
ー
ス

ペ
ー
ス
を
決
定
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
口
腔
周
囲
筋
の
機

能
を
義
歯
の
維
持
・
安
定
に
利

用
す
る
設
計
や
印
象
採
得
か
ら

最
終
義
歯
製
作
ま
で
の
治
療
の

流
れ
と
ポ
イ
ン
ト
を
、
症
例
を

通
し
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

本
講
演
が
、
先
生
方
の
日
常

臨
床
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

講師の綱川氏

　

今
年
度
中
に
県
内
す
べ
て

の
市
町
村
で
小
児
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象
年
齢
が
18
歳

に
拡
充
さ
れ
る
見
通
し
と
な

っ
た
。
横
浜
市
は
対
象
年
齢

を
６
月
か
ら
拡
充
。
川
崎
市

は
９
月
か
ら
対
象
年
齢
を
拡

充
し
、
小
４
以
降
に
か
か
る

通
院
１
回
５
０
０
円
の
一
部

負
担
金
を
撤
廃
す
る
。
ま
た

相
模
原
市
は
、
２
０
２
７
年

４
月
か
ら
中
学
生
以
降
に
か

か
る
通
院
１
回
５
０
０
円
の

一
部
負
担
金
と
所
得
制
限
を

撤
廃
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
27
年
度
に
は
県

内
す
べ
て
の
市
町
村
で
、
18

歳
ま
で
、
所
得
制
限
な
く
、

一
部
負
担
金
な
し
に
通
院
が

可
能
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
川
崎
市
の
対

象
年
齢
は
中
学
卒
業
ま
で
、

小
学
生
か
ら
一
部
負
担
金
を

徴
収
す
る
県
内
唯
一
の
自
治

体
で
あ
り
、
対
象
年
齢
・
一

部
負
担
金
い
ず
れ
の
基
準
も

県
内
ワ
ー
ス
ト
だ
っ
た
。

　

協
会
川
崎
支
部
も
加
盟

し
、市
内
で
開
業
す
る
医
師
・

歯
科
医
師
と
保
護
者
ら
で
組

織
す
る
「
川
崎
市
こ
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
を
求
め
る
連

絡
会
（
川
崎
こ
ど
も
連
絡

会
）」
は
こ
の
間
、
川
崎
市

の
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の

「
一
部
負
担
金
５
０
０
円
の

撤
廃
」
と
「
対
象
年
齢
18
歳

ま
で
の
引
き
上
げ
」
の
２
点

を
求
め
て
陳
情
署
名
の
集
約

に
取
り
組
み
、
５
カ
月
間
で

計
８
千
６
６
６
筆
を
集
約
し

た
。
こ
の
陳
情
が
昨
年
７
月

の
文
教
委
員
会
に
て
「
趣
旨

採
択
」
さ
れ
た
。
議
会
で
は

す
で
に
東
京
都
と
の
間
に

「
多
摩
川
格
差
」が
あ
り
、「
負

担
の
公
平
性
」、「
適
正
な
受

診
の
た
め
」
と
し
た
５
０
０

円
の
負
担
金
の
考
え
方
は
も

う
古
い
、
誰
も
が
受
診
で
き

る
環
境
こ
そ
必
要
と
い
う
意

見
が
出
た
。
当
初
、
市
長
は

「
助
成
は
国
が
や
る
べ
き
で

あ
り
、
自
治
体
間
競
争
は
す

べ
き
で
な
い
」
と
制
度
拡
充

に
否
定
的
で
あ
っ
た
。

　

昨
年
度
の
決
算
で
市
は
65

億
円
の
黒
字
で
あ
り
、
一
部

負
担
金
を
撤
廃
し
対
象
年
齢

を
18
歳
ま
で
拡
充
し
た
場
合

に
関
わ
る
追
加
費
用
は
年
約

13
億
円
で
あ
る
と
の
試
算
を

示
し
た
。
川
崎
こ
ど
も
連
絡

会
は
各
党
と
懇
談
し
て
、
助

成
拡
充
に
よ
る
早
期
受
診
で

疾
病
の
重
症
化
が
防
げ
る
こ

と
、
他
の
市
町
村
の
統
計
か

ら
も
助
成
に
よ
る
受
診
増
は

一
時
的
で
あ
る
こ
と
、
都
内

な
ど
へ
の
子
育
て
世
代
の
人

口
流
失
を
防
ぐ
に
は
今
し
か

な
い
と
訴
え
た
。
そ
の
後
自

民
・
公
明
を
含
め
た
４
会
派

か
ら
市
長
へ
の
小
児
医
療
費

助
成
制
度
拡
充
の
要
望
書
が

出
さ
れ
、
今
回
の
市
長
の
決

断
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

川
崎
こ
ど
も
連
絡
会
は
１

９
９
３
年
５
月
の
発
足
以

来
、
請
願
・
陳
情
署
名
の
集

約
や
議
員
懇
談
、
川
崎
市
長

に
宛
て
た
直
筆
コ
メ
ン
ト

「
私
の
ひ
と
こ
と
カ
ー
ド
」

の
集
約
な
ど
の
活
動
を
通
し

て
、
川
崎
市
へ
制
度
拡
充
の

必
要
性
を
求
め
続
け
、
対
象

年
齢
は
少
し
ず
つ
拡
充
さ
れ

て
き
た
も
の
の
、
県
下
で
は

最
も
遅
れ
て
い
た
。
直
筆
コ

メ
ン
ト
の
中
に
は
、
身
体
が

弱
く
、
通
院
が
多
い
こ
ど
も

が
い
る
家
庭
で
「
医
療
費
が

生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
」
と

の
訴
え
も
あ
り
、
制
度
拡
充

は
悲
願
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
で
県
内
の
こ
ど
も
達

は
18
歳
ま
で
医
療
機
関
受
診

時
に
経
済
的
な
格
差
や
負
担

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
く

な
る
。
今
後
、
こ
の
動
き
を

全
世
代
に
広
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
の
が
医
療
費
の
窓
口

負
担
「
ゼ
ロ
の
会
」
の
願
い

で
あ
る
。
会
員
の
先
生
方
の

運
動
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

小
児
医
療
費
助
成
、県
内
18
歳
ま
で
拡
充
へ

川
崎
市
民
の
悲
願
、

よ
う
や
く
届
く

ど
う
や
っ
て
下
顎
総
義
歯
を
落
ち
着
か
せ
る
？

　

〜
下
顎
総
義
歯
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な

デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
義
歯
の
理
論
と
実
際
〜

事後抄録 歯
科
臨
床
研
究
会

歯
科
臨
床
研
究
会

第
32
期
第
13
回
理
事
会　

２
月
26
日
（
木
）

〈
役
員
29
名
、出
席
22
名（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
４
名
）〉

【
議
長
報
告
】

　

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
答
申
を
受
け
、
情
勢

討
論
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
議

論
し
た
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
引
き
上
げ
や
物
価
対

応
料
が
新
設
さ
れ
る
一
方

で
、
医
科
に
お
い
て
は
初
診

料
据
え
置
き
、
再
診
料
は
１

点
引
き
上
げ
、
歯
科
は
初
診

料
５
点
、
再
診
料
１
点
の
引

き
上
げ
に
留
ま
っ
た
。今
回
、

特
に
基
本
診
療
料
の
引
き
上

げ
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
地
域
医
療
の
窮
状
を

打
開
す
る
た
め
に
は
不
十
分

な
改
定
で
あ
る
と
い
う
意
見

が
多
数
を
占
め
、
現
状
に
対

し
間
髪
入
れ
ず
医
療
運
動
部

会
を
中
心
に
声
明
文
を
出
す

べ
き
と
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　

医
療
政
策
研
究
室
の
理
事

会
向
け
レ
ポ
ー
ト
（
Ｎ
Ｏ
・

44
）
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

受
診
施
設
（
医
療
法
上
は
医

療
提
供
施
設
と
分
類
）
の
問

題
を
取
り
上
げ
た
。
営
利
企

業
が
医
療
提
供
施
設
を
容
易

に
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
問
題
視
し
た
内
容

で
あ
る
。
医
師
の
指
示
の
も

と
で
看
護
師
が
医
療
行
為
を

行
う
、D to P with N

（
医

師
―
患
者
・
看
護
師
）
も
認

め
ら
れ
、
今
後
の
動
向
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
議
長
・
湯
浅
○医
）

二村副理事長
研究会動画
会員ページ
のログイン
が必要です。

ガイダンス 事例集

保険医新聞
バックナンバーあります


